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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
更
識
家
の
分
家
で
あ
る
"
近
江
家
"
の
次
男
坊
が
主
人
公
。

　
過
去
に
受
け
た
仕
打
ち
に
よ
り
、
低
ラ
ン
ク
の
Ｉ
Ｓ
適
正
を
得
た
主
人
公
が
、

　
更
識
楯
無
の
命
令
、
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
布
仏
本
音
の
た
め
に
、

　
身
を
削
る
物
語
で
す
。

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ト
ス
の
二
次
創
作
も
の
で
す
。

　
原
作
・
キ
ャ
ラ
崩
壊
あ
り
。

　
妄
想
全
開
。

　
不
定
期
投
稿
。

　
※
４
月
２
３
日
現
在
、
主
人
公
に
専
用
機
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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第
１
話
　
再
会

　　
第
１
話
　
再
会

　
Ｉ
Ｓ
学
園
、
生
徒
会
室
・
・
・

　
室
内
に
は
見
目
麗
し
い
女
生
徒
と
、

　
学
生
服
の
上
に
パ
ー
カ
ー
を
羽
織
る
金
髪
の
少
年
が
い
た
。

「
近
江
家
　
代
理
当
主
　
近
江
月
数
、
着
任
致
し
ま
し
た
」

　
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
生
徒
会
長
で
あ
る
更
識
楯
無

は
、

　
目
の
前
で
膝
ま
つ
く
少
年
の
頭
を
撫
で
た
。

「
そ
こ
ま
で
畏
ま
ら
な
く
て
い
い
わ
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
学
友
な
ん
だ
か
ら
。
も

う
少
し
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
い
き
ま
し
ょ
?
」

「
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
、
更
識
先
輩
」

　
二
人
は
高
校
生
で
は
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
一
般
人
で
は
な
い
。

　
更
識
　
楯
無
は
、
対
暗
部
用
暗
部
・
・
・
裏
の
組
織
に
対
抗
す
る
た
め
の
裏
の

組
織
の
元
締
め
。

　
第
１
７
代
目
"
楯
無
"
で
あ
り
、

　
近
江
　
月
数
は
、
更
識
家
の
分
家
の
一
つ
で
も
あ
る
"
近
江
家
"
の
次
男
坊
。

　
諸
事
情
に
よ
り
、
代
理
当
主
と
し
て
楯
無
の
懐
刀
を
買
っ
て
い
る
。

　
第
８
代
目
"
月
数
"
代
行
で
あ
る
。

「
よ
ろ
し
い
。
さ
っ
そ
く
任
務
の
話
だ
け
ど
」

　
そ
う
言
っ
て
、
楯
無
は
二
枚
の
写
真
を
月
数
に
手
渡
し
た
。

　
織
斑
　
一
夏

　
篠
ノ
乃
　
箒

　
の
学
生
証
写
真
の
写
し
だ
。

「
任
務
は
、
こ
ち
ら
２
名
の
護
衛
で
す
か
?
」

「
い
え
、
護
衛
は
必
要
な
い
わ
。
二
人
の
記
録
を
取
っ
て
欲
し
い
の
よ
」

「
記
録
・
・
・
で
す
か
?
」

「
二
人
は
、
と
ん
で
も
な
い
姉
を
持
つ
人
物
。
私
が
所
属
す
る
ロ
シ
ア
政
府
も
、
更

識
家
が
所
属
す
る
日
本
政
府
も
、
そ
し
て
私
自
身
も
興
味
が
あ
る
の
」

　
楯
無
は
、
自
由
国
籍
権
を
所
持
し
、

1



　
ロ
シ
ア
の
代
表
生
で
あ
り
な
が
ら
、
更
識
家
当
主
と
し
て
日
本
政
府
に
も
コ
ネ

を
持
つ
、

　
と
ん
で
も
Ｊ
Ｋ
な
の
で
あ
る
。

「
部
屋
割
り
も
根
回
し
し
て
、
二
人
を
同
室
に
し
た
わ
。
た
だ
、
二
ヶ
月
の
制
約
を

織
斑
先
生
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
ね
」

「
承
知
致
し
─
─
─
そ
れ
は
、
少
し
や
り
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
」

「
別
に
平
気
で
し
ょ
う
。
織
斑
先
生
が
、
二
ヶ
月
と
は
い
え
許
可
を
出
し
た
の
だ

か
ら
」

　
男
女
を
二
人
っ
き
り
の
部
屋
に
さ
せ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
・
・
・
と
、
浅
い
知

識
で
心
配
す
る
月
数
で
あ
っ
た
が
、
千
冬
か
ら
し
た
ら
一
夏
の
唐
変
木
っ
ぷ
り
を

知
っ
て
い
る
た
め
、
心
配
は
杞
憂
な
の
だ
ろ
う
。

「
そ
れ
に
、
あ
な
た
に
と
っ
て
も
悪
い
話
じ
ゃ
な
い
の
よ
」

　
悪
戯
っ
こ
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
楯
無
に
、
月
数
は
少
し
苦
い
顔
を
す
る
。

　
楯
無
は
、
手
に
持
つ
扇
子
を
開
き
、
舞
の
よ
う
に
回
り
始
め
た
。

「
時
に
、
学
園
最
強
の
生
徒
会
長
、

　
時
に
、
対
暗
部
用
暗
部
　
更
識
家
当
主
　
１
７
代
目
楯
無

　
時
に
、
後
輩
想
い
の
恋
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
!
」

「
き
ゅ
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
・
・
・
?
」

「
は
い
は
い
、
そ
こ
引
か
な
い
」

　
一
石
二
鳥

　
と
書
か
れ
た
扇
子
に
仰
が
れ
な
が
ら
も
、

　
類
の
表
情
は
引
き
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
同
時
に
か
す
か
な
期
待
が
生
ま
れ
て
い
た
。

「
さ
ぁ
、
受
け
取
り
な
さ
い
」

「
鍵
・
・
・
?
　
も
し
か
し
て
─
─
─
」

「
そ
の
、
も
し
か
し
て
よ
。
せ
っ
か
く
お
姉
さ
ん
が
二
人
っ
き
り
に
さ
せ
て
あ
げ

る
ん
だ
か
ら
、
感
謝
し
て
ね
」

　
そ
う
ウ
ィ
ン
ク
を
送
ら
れ
た
月
数
は
、
暗
が
り
で
も
分
か
る
程
、
赤
面
し
て
い

た
。

　
パ
ー
カ
ー
の
フ
ー
ド
で
顔
を
隠
し
た
が
、
楯
無
の
ニ
ヤ
ニ
ヤ
が
収
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
・
・
・
。
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月
数
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

「
は
ぁ
・
・
・
あ
の
方
は
、
相
変
わ
ら
ず
だ
」

　
結
局
、
あ
の
後
も
当
主
様
に
弄
ら
れ
続
け
た
。

　
人
を
お
ち
ょ
く
る
天
才
で
あ
る
こ
と
は
、
幼
少
時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
。

　
だ
け
ど
、
憎
め
な
い
人
柄
の
せ
い
で
、
つ
い
許
し
て
し
ま
う
ん
だ
よ
な
ぁ
・・・
。

「
早
く
教
室
に
戻
ら
な
い
と
」

　
授
業
初
日
の
朝
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
、
既
に
一
限
目
の
時
間
は
終
わ
っ
て
い

た
。

　
こ
れ
で
も
自
分
は
、
"
世
界
で
二
人
目
の
男
性
Ｉ
Ｓ
操
縦
者
"

　
だ
か
ら
途
中
入
室
で
、
さ
ら
に
目
立
ち
た
く
な
い
・
・
・
の
だ
が
、

　﹇
ガ
ヤ
ガ
ヤ
﹈

（
あ
っ
、
こ
れ
無
理
・
・
・
）

　
昼
休
み
前
だ
と
い
う
の
に
、
１
年
１
組
の
教
室
前
は
女
生
徒
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
た
。

　
す
ぐ
に
物
陰
に
隠
れ
て
、
様
子
を
伺
う
。

　
"
あ
れ
が
、
織
斑
一
夏
く
ん
?""
え
、
超
イ
ケ
メ
ン
じ
ゃ
な
い
!""
も
う
一
人
の
男

子
は
ど
こ
か
し
ら
?"

　
ま
る
で
、
世
間
で
言
う
ア
イ
ド
ル
み
た
い
な
見
ら
れ
方
だ
。

「
・
・
・
ん
?
」

　
群
れ
に
な
っ
て
い
た
女
子
軍
に
動
き
が
あ
っ
た
。

　
一
人
の
女
生
徒
が
、
織
斑
一
夏
を
連
れ
て
教
室
を
堂
々
と
出
て
行
く
。

（
篠
ノ
之
箒
・
・
・
）

　
確
か
、
二
人
は
数
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
幼
馴
染
と
い
う
情
報
だ
。

　
任
務
通
り
、
二
人
の
後
を
つ
け
な
け
れ
ば
。

（
反
対
側
か
ら
上
が
っ
て
、
屋
上
か
ら
回
り
込
も
う
）

　
足
早
に
階
段
を
駆
け
上
が
る
。

　
運
良
く
、
他
女
生
徒
と
出
く
わ
す
事
は
な
く
、
屋
上
に
上
が
っ
て
こ
れ
た
。

「
久
し
ぶ
り
。
六
年
ぶ
り
だ
け
ど
、
箒
だ
っ
て
す
ぐ
分
か
っ
た
ぞ
」
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（
お
っ
と
・
・
・
）

　
二
人
も
屋
上
ま
で
登
っ
て
き
て
い
た
よ
う
だ
。

　
屋
上
は
、
花
壇
や
ベ
ン
チ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
開
放
的
な
空
間
だ
。

　
自
分
と
は
反
対
側
の
階
段
か
ら
、
野
次
馬
の
女
子
た
ち
が
、

　
織
斑
一
夏
と
篠
ノ
之
箒
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
の
が
、
丸
見
え
だ
っ
た
。

「
よ
、
よ
く
覚
え
て
い
る
な
・
・
・
」

「
い
や
、
忘
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
。
幼
馴
染
の
こ
と
く
ら
い
」

「
・
・
・
」
↑
織
斑
一
夏
を
睨
ん
で
い
る
。

　
ふ
む
・
・
・
二
人
の
関
係
は
、
と
て
も
良
好
に
見
え
る
が
、

　
篠
ノ
之
箒
に
、
織
斑
一
夏
に
対
し
て
何
か
し
ら
の
思
い
有
り
。

　
そ
れ
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
を
通
じ
て
調
査
し
て
い
こ

う
。

　﹇
キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
﹈

　
二
限
目
開
始
の
鐘
が
な
る
と
、
織
斑
く
ん
と
篠
ノ
之
さ
ん
、
合
わ
せ
て
遠
巻
き

に
見
て
い
た
女
子
達
も
引
い
て
い
っ
た
。

（
自
分
も
早
く
戻
ら
な
い
と
・
・
・
）

　
教
室
近
く
ま
で
来
る
と
、﹇
パ
ァ
ン
ッ
﹈
と
気
持
ち
の
良
い
音
が
響
い
た
。

　
何
の
音
か
気
に
な
る
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
教
室
に
入
ら
な
き
ゃ
─
─
─

　﹇
ガ
ラ
ガ
ラ
・
・
・
﹈

「「「「「
・
・
・
」」」」」

「
ぁ
・
・
・
」

　
教
室
の
後
ろ
か
ら
入
室
し
た
ら
、
み
ん
な
が
物
珍
し
い
目
で
自
分
に
振
り
向
い

た
。

　
前
の
方
で
、
痛
そ
う
に
頭
を
抱
え
て
い
た
織
斑
く
ん
で
さ
え
、
目
を
見
開
い
て

い
た
。

　
慣
れ
な
い
人
の
視
線
に
、
自
分
は
癖
で
フ
ー
ド
を
深
く
被
り
、
顔
を
伏
せ
た
。

「「「「「
き
ゃ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ

!!!!!
」」」」」

　
鼓
膜
を
叩
く
女
子
達
の
声
に
、
耳
を
塞
ぎ
つ
つ
も
自
分
は
、

　
"
会
い
た
か
っ
た
一
人
の
女
生
徒
"
を
見
つ
け
た
。

　
変
わ
ら
ず
、
眠
た
そ
う
な
雰
囲
気
を
し
て
い
て
、
何
故
か
サ
イ
ズ
の
合
っ
て
な

い
制
服
を
着
て
い
る
。
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布
仏
　
本
音
・
・
・
。

　
近
江
家
と
同
じ
く
、
更
識
家
に
仕
え
て
き
た
分
家
で
、

　
Ｉ
Ｓ
学
園
に
来
る
前
に
、
自
分
の
告
白
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
女
の
子
だ
。

「
─
─
─
」
↑
自
分
に
向
か
っ
て
、
手
を
振
っ
て
い
る

　
だ
ぼ
だ
ぼ
の
袖
で
、
控
え
め
に
手
を
振
っ
て
く
れ
た
本
音
に
、

　
嬉
し
く
て
、
織
斑
先
生
に
注
意
を
さ
れ
る
ま
で
、
棒
立
ち
し
て
し
ま
っ
た
。
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